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1月18日、19日の2日間で大阪伊丹空港での雪まつりが開催されました。秋
田の「なまはげ」や「かまくら」は既に定番となっていて、長い行列が出来て
いたり、なまはげ太鼓の後には、赤や青のなまはげのお面が完売するなど、大
賑わいでした。寒波と言われていましたが、天候に恵まれ、2日間で4万5千人
を上回る来場者でした。近畿秋田県人会からも、延べ30人がお手伝いで参加
してきました。
横手焼きそば、味噌付きたんぽ、稲庭うどん、田園ハムのフランクフルト、
甘酒など美味しい秋田も頑張って紹介してきました。リンゴの販売ではお子さ
んに選んでもらい、いい香りだと感想頂きました。秋田を身近に感じてもらい、
旅行先に選んでもらえたら嬉しいです。 記：須田 和朝

第７回 伊丹空港雪まつり

かもめの会総会・懇親会

桜の花も散り始め初夏を感じさせる4月13日、
大阪道頓堀ホテルにおいて「かもめの会」の総
会・懇親会を総勢23名の参加のもと開催しまし
た。
かもめの会会長(筆者)の挨拶と乾杯の音頭に
より、懇親会がスタートしました。時間の経過
につれ、お酒の勢いも手伝い、それぞれの方言
を混じえながらの会話

も弾み、明るい賑わいのある宴会へと盛り上がりました。宴が佳境を迎えたとこ
ろで、突然、自作のお面を付けた人達が歌い踊り出し、それに同調するかのよう
に飛び入り参加があり、拍手喝采大変な事態となりました。一方カラオケをする
人達は順番待ちをするほどの賑わいを見せ、我も我もとマイクの取り合いをして
大いに楽しんでおりました。 記：保坂 勇光
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2025年新年総会・懇親会

節分を翌日に控えた2月1日、新年総会・懇親会が大阪
キャッスルホテルにて開催されました。11時からの総会
において、今年は役員改選の年となることから、工藤副
会長の新任や事業部会長の佐々木さんから石井さんへの
交代、又、各部会において、数名の役員新任があり、新
たな体制の確立が承認されました。また来年の県人会創
立130周年記念イベントに向けて準備委員会が設置され
ることも盛り込まれました。
12時半からは部屋を変えて新年懇親会が行われまし
た。来賓を含めて100名の方が集まり、広い会場も狭く
感じるほどの大盛況でした。
まずオープニングは佐藤桃仙さんの唄と、梅若晶子さ
んの三味線による秋田大黒舞で秋田らしく始まりました。
加藤会長の挨拶では、新役員の紹介、大阪・関西万博、
秋田県知事選挙、来年の130周年記念事業の件に触れら
れました。「あきた未来創造部」仲村次長の挨拶では、
秋田の豪雨災害の復旧、防災対策の進捗状況、パリオリ
ンピックでの秋田勢の健闘、県内への企業誘致の状況、

大阪・関西万博での横手市のかまくら設置などの報告がなさ
れ、いよいよ来賓による鏡開きで日本酒による乾杯です。ご
発声は東海秋田県人会・山崎会長で、過去の愛知万博でも、
最初は盛り上がりに欠けたが、徐々に盛り上がった話をされ、
大阪・関西万博の成功を呼びかけました。しばし歓談後、長
寿祝いで喜寿5名、米寿3名が壇上にて紹介され、加藤会長か
ら祝福を受け、米寿の中山忠氏が御礼の挨拶をされました。
わらび座の高橋さんから、わらび座公演のPRがあり、いよ
いよ県人会名物の余興です。佐藤桃仙さん、梅若晶子
さんのプロ歌謡から民謡同好会の秋田民謡数曲披露。
新人会員の原田さんのダンス（彼は大阪芸大でダンス
を教えています）、そしてけいおん同好会も数曲披露。
鈴木副会長の閉会挨拶と一本締め、最後に県民歌を加
藤会長の歌唱指導のもと、全員で合唱。あとは皆三々
五々二次会へ。

記：須田 和朝

新入会員の寺籠加奈子さんと原田稔さん

新入会員の木村茂信さん夫妻と稲葉ひろ子さん



4

ミニ近畿あきた第58号

第17回観桜会
3月29日(土)、桜は開花したものの花冷えの肌寒さ。それでも天気は良くて、JR桜の宮駅には昨年より多
くの20名を超える方々が集まりました。桜はチラホラだけど、雪柳は満開のなか、大川沿いを散策しつつ、
キャッスルホテルに向かい、12時頃にはホテル到着です。12時半からの宴会には80名を超える参加者が
集い、宴の開始を今か今かと待っています。今回から石井新事業部会長のもとでの開催となり、司会は事
業部会の小倉しのぶさん。定刻で加藤会長の挨拶、秋田県大阪事務所鎌田主幹の乾杯と続いて、賑やかに
歓談が始まります。今回も北鹿さんの大吟醸やにごり酒、雪中貯蔵酒等の太っ腹な差し入れがあり、差し
入れされた会員の石田雅俊先生からも一言頂きました。他にも秋田銀行さんからお菓子、鎌田主幹から日
本酒の差し入れがあり、秋田から取り寄せた、いぶりガッコやお酒とともに、皆で美味しく頂きました。
お客様は京都秋田県人会や関西岩手県人会、秋田銀行、わらび座と千客万来。新入会員としては、松井

明子さんが紹介されて、挨拶されるな
ど、宴会は和やかに進みます。
恒例の余興では梅若晶子さんの三味

線に合わせ、小西さん、伊藤さん、そ
して民謡友の会の有志の皆さんで会場
を盛り上げます。けいおん同好会も、
今回は東京から駆けつけた渡辺さんも
メンバーとして5曲披露。皆さんよく食
べよく飲み、かなり酔いも回ったとこ
ろで、県民歌斉唱、次回行事のお知ら
せ、佐藤幹事長の中締めとフレーフレー
秋田で今回も無事お開きとなりました。
当然多くの方が二次会に。皆さんお疲
れ様でした。

記：須田 和朝

新入会員の松井明子さん
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第22回納涼祭

6月28日(土)、大阪キャッスルホテルで納涼祭が開催され
ました。近畿は例年より３週間早い梅雨明けで既に夏真っ盛
り。まさに納涼を求めて、70名を超える方々が集まりまし
た。
秋田県からは「あきた未来創造部」橋本部長や、「あきた
未来戦略課」三浦政策監、大阪事務所から鎌田主幹、秋田銀
行から三浦さん、そして京都や岩手の県人会からもご来臨頂
き、定刻の12時から宴が始まりました。
司会は事業部会の若手、加賀谷さんです。加藤会長からは、
先日の秋田県知事選で新たに鈴木知事が当選され、きたるべ
き近畿秋田県人会の130周年行事にも、是非顔を出して頂き
たい旨の想いが述べられました。また開催中の大阪・関西万
博や、先日開催された西日本民謡大会の成功にも触れられま
した。次に知事代理として橋本部長からお話があり、鈴木新
知事が大阪生まれ、兵庫育ち、京大卒で奥様が秋田出身と言
う近畿秋田県人会にとって、縁の深い方であることが紹介さ
れ、盛り上がりの中での乾杯のご発声。皆さん、暑さで喉が
渇いてビールが格別に美味しいと、どんどんビールが進みま
す。
もちろん秋田ですから、故郷の日本酒もずらり。太平山、白瀑、刈穂、福小町、雪の茅舎、大納川、ま
んさくの花。秋田ワインも差し入れ頂き、秋田から取り寄せのいぶりガッコに舌鼓。秋田銀行の三浦さん
も壇上で挨拶され賑やかに宴は進んでいきます。
恒例の余興も梅若晶子さんの三味線を皮切りに、民謡友の会の面々が美声を披露。けいおん同好会は、
北島三郎の「祭り」で場を盛り上げます。
「ドンパン節」に合わせ多くの方の盆踊りの渦もできて納涼感満載で、場の雰囲気はピークを迎えます。
その後、秋田県民歌を全員で斉唱し、事業部会長から「北東北三県合同ビアパーティー」や「きりたんぽ
会」等、今後の行事のお知らせがあり、佐藤幹事長の中締めの挨拶。エールは若手の加賀谷さんが叫び、
賑やかに会はお開きになりました。三々五々、かなりの方が二次会へと流れましたが、熱中症にはお気を
つけてください。 記：須田 和朝
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第29回 秋田民謡西日本大会

6月8日、秋田民謡西日本大会が、大阪市東成区の東成区民センターで開催されました。民謡コンクール、
子供コンクール、三味線コンクールの3部門に119名が出場し、約300人の聴衆に自慢の歌声が披露されま
した。大会は1994年から開催しており、県人会の方々も集計のお手伝いや、観客で秋田民謡を聴きに来ら
れていました。

民謡コンクールで秋田おはら節を披露し優勝した谷藤翔太さんは
東成瀬村出身。大阪で秋田民謡の大会があることを知って初参加だっ
たが、ゆかりがない遠方の方々に秋田民謡が歌われていることを大
変喜んでいました。
民謡もまた秋田の魅力の一つ。まだ来たことがない県人会の皆さ
ん、地元秋田の歌っこで故郷を懐かしむのも一興かなと思います。
ぜひお誘い合わせのうえ足を運んでみてください。

記：長野 智義

第14回三県合同ビアパーティー
例年より早い梅雨明け後は、ずーっとアツーい関西。
このアツさを乗り切ろうと、青森、秋田、岩手の東北三県合同ビアパーティーが、大阪ミナミの「道頓
堀ホテル」で7月19日に行われました。秋田県からは19名が参加しました。
今年の主催県は青森県です。12時開会。青森県人会古川副会長の司会で、まずは青森／杉田会長、秋田
／加藤会長、岩手／池田会長と、三県人会会長が揃って登壇。杉田会長が開会の挨拶と言うことで、先般、
万博で行われた「東北絆祭り」お話をされ、北東北三県合同事務所の菊地所長の乾杯で宴が進行しました。

しばしビールやその他の飲み物で喉を潤し歓談。
宴が進むと、そこは芸達者な北東北。まずは青森か
らピアノ演奏家の黒滝さんがピアノをご披露。場は
一気に北新地のクラブの雰囲気に。その後は賑やか
に寺崎さんの津軽三味線と中川さんの民謡で一気に
津軽の風情へ。
秋田からは、梅若さんが三味線と三県の民謡で盛
り上げます。そして、先ほどの黒滝さんのピアノと
梅若さんの三味線によるコラボでオリジナルの「天
響」が披露されました。なかなか聴ける機会も無い
サプライズです。岩
手からはカラオケで

ご参加。その後青森の「じゃわめき会」さんが「ねぶた」や弘前「ねぷた」
などのお囃子で会場を盛り上げ、飛び入りの跳人も出て会場は佳境に。そ
の後各県人会ごとに写真を撮り、お開きになりましたが、二次会等に三々
五々。暑い盛り上がりにお疲れ様です。

記：須田 和朝
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第107回全国高校野球選手権大会

8月6日大会2日目、県代表の金足農業高校が沖縄代表の沖縄尚学と対戦。昨年のリベンジと金農旋風に
期待し、近畿県人会を中心に、福岡や京都県人会からも応援に35名が駆けつけました。

金農はエース吉田が怪我で、2年生の斎藤が先発。思いを託され4回まで
無安打に抑える好投。一方の相手も今大会注目の2年生左腕の末吉。140キ
ロ中盤のストレートと切れのある変化球で金農打線も翻弄され、5回まで1
0三振。１点が重い固唾をのむ試合展開に応援にも熱が入りました。金農は
5回裏ピンチから吉田が登板し6回まで押さえたが、7回に２死1、3塁から
先制されてしまいました。
8回表の攻撃で1死2塁の

チャンスをつくるもホーム
が遠く0-１で敗退。県勢は
夏の甲子園4年連続初戦敗退。
来年こそみんなで勝利を
味わいたいものです。

記：長野 智義

3月26日(木)、第50回杉の子会を、参加者13名で山の原ゴルフクラブ恋里コースに於いて開催しました。
桜開花には少し早いものの春の陽気の中のスタートでした。途中のにわか雨にも負けずに、和気あいあ
いと会話も弾みながら皆さんプレイを楽しみました。優勝は冨田智さん、準優賞飯田充広さん、3位高橋
貢さんでした。
また、6月5日(木)、第51回杉の子会を、参加者13名で関西カントリークラブに於いて開催しました。
梅雨前の天気に恵まれ、少し暑く感じられる中でのラウンドになりました。優勝は熊谷郁男さん、準優
賞飯田喜美子さん、3位岸田隆夫さんでした。

杉の子会 幹事 冨田 智（問合わせ 090-3285-6838 迄）

ゴルフ同好会「杉の子会」開催

第50回

第51回
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倉智 幸子さん
1996年、西宮市在住の夫の元に嫁いで来ました。その年は震災の１周年を迎える
頃で、阪急西宮北口駅周辺には、弔いの花束が門口に供えられ、仮設住宅も連なっ
ておりました。
生活は夫の両親と同居でスタート。関西で暮らしていくコツを義両親から、しっ
かり伝授されて、今の私があるのでしょう。生活習慣と環境の違いは若さで乗り越
えました。家庭人の私は、その義両親を見送り、今は秋田市内の実家に残る実母の
為に、月１の帰省を重ねており、神戸にいる時は、県人会の皆様の案内で、関西の
魅力を再発見している毎日です。今の私の生活に彩りと楽しさを添えてくれる県人会は、これからの私
の人生において、必須のパートナーのひとつになるのでしょう！
写真は、横手市が制作した大阪・関西万博会場の「かまくら」前で、雪おんなに変身してみたところ。

小室 元子さん
なして関西さ・・・・ズバリ主人の転勤です。家族で東京に住んでいましたが、
彼は単身赴任で13年前に大阪に。そして私は8年前に大阪に来ました。子離れしな
ければ！と思って(笑)。
県人会との出会いは5年程前に、大阪に定住しようと言う事になりまして、秋商
雄水会近畿支部に入ったのがきっかけで、紹介して頂きました。主人も秋田出身で
すので、二人で県人会に入会致しました。盛岡、仙台、東京、大阪と転勤に付いて
きまして、西日本は初めてでしたので、カルチャーの違いに戸惑いましたが、県人
会で気の置けない友人(呑み友？)が出来たのは、メチャクチャ嬉しい出来事。

一昨年からゴルフを始めて、夫婦で「杉の子会」に入りました。いつも最下位ですけど、どんどん知り
合いが増えて、充実しています。これからも、いろんな事を楽しみたいですね。
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4月13日、待ちに待った大阪・関西万国博覧会Expo2025が、
大阪市此花区、夢洲で開催されました。オープニングは佐渡裕さ
んの指揮によるオーケストラと1万人の第九の大合唱で、近畿秋
田県人会・加藤会長も大合唱に参加しました。
半年の開催期間中、県人会員も多数訪れ、中には通期パス(毎
日訪問可)を購入し、既に10数回の見学を楽しんだ方もいるよう
です。万博の楽しみ方は多種多様で、国内パビリオン、海外パビ
リオン等を見て回る、各国の食事を楽しむ、イベントに参加した

り、ステージを観る、夜の花火や水
上ショー、ドローンショーを楽しむ、
ひたすら大屋根リングを歩いたり、
夜の景色を眺める等々、挙げればキ
リがありません。
秋田県からのイベントでは、横手
「かまくら」秋田「竿灯まつり」大
曲「花火」も登場し、かなりの盛り
上がりを見せました。万博は10月13
日までで、あと残り僅かですが、皆
様時間がある方は、是非訪問してみ
て下さい。

記：柴田 拓
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３年振り「歩こう会」開催！

梅雨に入ったと思っ
たら、すぐ夏本番の
酷暑が続く関西。炎
天下を歩くのは熱中
症が心配ですが、冷
房の効いた電車内で
大宴会は如何？と言
う事で、6月21日阪
堺電車(チンチン電
車)の天王寺から浜

寺駅前間の往復を貸し切って食事会を開催。33名の方が参加しました。大阪市の上町台地から大和川を
通って堺市に入り、海近くの浜寺へ。トイレ休憩後、もと来た線路に戻ります。貸切りとはいえ、車両
内に４テーブルを並べたら、30名超えの車両は満杯。車外の景色はあまり目に入らないものの、皆さん
が持ち寄ったお酒(ビール、日本酒、ワイン等)や料理、乾きモノ等酒のアテ、デザートまで揃ってほろ
酔い、満腹になり、大満足の「あるこう会」ならぬ「あるこうる会」となりました。 記：須田 和朝
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ミニ近畿あきた第58号

関西では、今年は梅雨の時期が殆ど無く、酷暑・猛暑が続きました。会員

の皆様も、健康管理には大変苦労されたものと思います。さて、ミニ近畿あ

きた58号を皆さまのご協力により、無事発行する事が出来ました。今回は

「大阪・関西万博」の特集を盛り込み、万博の雰囲気を感じて頂くようにし

ました。また、3年振りに復活した「歩こう会」も貸切電車で昼飲み会とし

て紹介しております。高校野球・夏の甲子園大会では、金足農業高校が健闘

空しく、初戦敗退となりましたが、暑さの中で会員の皆さんが一生懸命応援

する様子も紹介することができました。

今後も皆様の声に耳を傾けながら、愛される会報誌作りに励みますので、ご協力をお願いします。

広報部部会長 柴田 拓

編 集 後 記


